
2016横浜市ミニバスケットボール連盟 第40回 決勝大会 戦評

＜女子決勝戦＞ 山内34 vs 43川上北

【１Ｑ】

川上北ボールで試合はスタート。先制点は川上北＃11のリバウ
ンドシュート。山内も＃8のミドルシュートで取り返すが、川上北＃4
が連続得点でリードを広げる。山内はミドルシュートを中心に得点
を重ね、追い上げを見せる。しかし、川上北は＃4を中心にさらに
リードを広げ山内8対14川上北で1Ｑ終了。

【２Ｑ】

山内は＃10、＃11の連続得点で2点差に詰め寄る。川上北はフ
リースローを獲得するが、中々決めきれない。ここからお互い高さ
のあるＤＦで得点が決まらずに得点が伸びない。結局2Ｑは同点で
終わり山内14対20川上北。勝負は後半になる。

【３Ｑ】

後半開始早々、山内の連続得点で一気に同点になる。川上北は
落ち着いて＃4と＃5のピックアンドロールからリードを守る。山内
はフリースローのチャンスを得るが、決めきれずに点差を縮めるこ
とができない。その後も川上北はゴール下で得点を重ね、再び
リードを広げ山内23対29川上北で最終Ｑを迎える。

【４Ｑ】

川上北はリバウンドを取り続け、＃4が得点を決める。山内も＃8が
3点プレイを決め、お互い譲らない。しかし、川上北は＃5を中心に
ゴール下で得点を重ねリードを広げる。山内もミドルシュートで応
戦するが、最後は川上北が突き放し、山内34対43川上北。最後に
強さを見せた川上北が優勝を決めた。
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＜男子決勝戦＞ 東希望が丘33 vs 35川上北

【１Ｑ】

先制点は東希望が丘＃4のシュート。スピードあるドライブで勢いのあるスタートを見せた。
その後も＃4が積極的にゴールを狙う。川上北は＃8がミドルシュート、＃6がリバウンド
シュートを決め、すぐに逆転。お互い速い展開でのプレーが続く。残り3分、東希望が丘が
力強いリバウンドを見せるが得点には結びつかない。川上北は外からのシュートを積極的
に狙うが、長い間得点が止まる。しかし、最後に川上北＃8がフリースローを2本決め、5対
6。川上北リードで1Ｑ終了。

【２Ｑ】

先に流れをつかんだのは東希望が丘。＃5のミドルシュート、＃6、＃11のドライブで一気
に得点を重ねる。残り1：47、川上北のタイムアウト。その後、川上北は積極的にゴールへ
向かい、＃9がリバウンドシュートを決め、食らいつく。東希望が丘は＃11がロングシュート
をビシッと決め、リードを守る。残り33秒、川上北＃4がバスカンを決め、1点差まで詰め寄
る。最後は東希望が丘の＃8のナイスリバウンドから＃6がシュートを決め、リードを広げる
が、川上北＃5が遠くから放ったシュートがブザーと同時に決まり、16対15。東希望が丘1
点リードで2Ｑ終了。

【３Ｑ】

＃9のゴール下シュート、＃7のバスカンと、ゴール下で確実に点を重ねる川上北。その
後も、レイアップシュート、リバウンドシュートとゴール下での得点を重ね、徐々にリードを広
げる。川上北＃4と＃9がディフェンスをよく見てスクリーンプレーをし、チャンスを作り出した。
東希望が丘は厳しい展開の中、＃4がミドルシュートを決め、仲間に声をかけながら懸命に
戦う。しかし、残り47秒で＃4が4ファール、＃7がファールアウトとなり苦しい状況が続く。21
対30。川上北がリードを広げ、3Ｑ終了。

【４Ｑ】

東希望が丘＃4がシュートブロック、パスカットと素晴らしいディフェンスでチャンスをつかみ、
1対1の状況でシュートを決める。川上北は、ゴール下のシュートで確実に点を重ね、リード
を保つ。残り2：45。10点ビハインドで東希望が丘タイムアウト。ここから東希望が丘の追い
上げが始まる。ドライブ、ナイスルーズボール、スクリーンプレーで、あきらめず全力で戦っ
た。最後は川上北が冷静にボールをキープし、33対35。接戦の末、川上北が優勝を決め
た。


